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上
代
の
命
令
法
を
め
ぐ
っ
て

六
O

さ
ま
を
こ
れ
ま
で
具
体
的
に
み
て
き
た
が
、

い
よ
い
よ
先
に
提
出
し
て
お
い
た

た
。
そ
の
幅
広
さ
は
コ
ソ
話
法
や
ネ
話
法
の

相
交
わ
る
と
こ
ろ
さ

命
令
法
と
希
求
法
の
関
係
ゃ
い
か
に
と
い
う
聞
に
答
え
ね
ば
な
ら
な

え
あ
っ
た
。
ま
た
命
令
法
に
は
待
遇
表
現
の
現
れ
て
い
る
例
が
少
な
か
ら
ず
見

L 、。

出
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
命
令
法
と
希
求
法
を
腕
曲
法
の
有
無
に
よ
っ
て
区
別
し

ま
ず
、

コ
ソ
話
法
と
ネ
話
法
と
い
う
同
じ
希
求
法
の

に
入
れ
ら
れ
た
も

ょ
う
と
す
る
考
え
方
は
、
腕
曲
法
な
る
も
の
の
範
囲
を
限
定
し
な
い
限
り
成
り

の
で
も
、
こ
の
二
つ
は
そ
れ
ぞ
れ
に
文
法
的
特
徴
を
有
し
、
か
つ
独
自
の
意
味

領
域
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
上
接
す
る
動
調
の

立
た
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

、

以
上
の
よ
う
に

じ
て
く
る
と
、

は
上
代
に
お
い
て
真
の
命
令
法
が
文

待
遇
表
現
の
現
れ
方
、
そ
し
て
実
現
可
能
度
の
高
低
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
み
て

法
的
に
存
在
し
た
か
と
い
う
疑
問
に
突
き
当
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

止
法
の

も
、
ネ
と
コ
ソ
は
こ
と
ご
と
く
対
立
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
ネ
話
法
と
コ
ソ

場
合
は
待
遇
表
現
の
出
現
率
と
い

に
よ
っ
て
、

D
形
式
を
そ
の

話
法
は
相
補
的
な
関
係
で
も
あ
り
、
希
求
法
の
内
部
で
一
つ
の
小
さ
な
世
界
を

他
の
形
式
と
区
別
で
き
る
上
に
、
内
容
的
に
も
話
者
の
あ
る
こ
と
が
ら
に
対
す

形
成
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
こ
と
も
、
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な

る
強
い
否
定
的
な
意
味
を
ほ
ぼ
統
一
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
表
2
の
ラ
変
以
下
の
動
詞
の

を
見
る
と
、

対
し
て
命
令
法
は
、
そ
の
形
態
的
特
徴
に
よ
っ
て
待
遇
表
現
の

ネ
話
法
と
コ
ソ
話
法
の
双
方
に
同
じ
活
用
が
同
時
に
現
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と

す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
こ
れ
を
比
較
で
き
る
の
は
禁
止
法
の

D
形
式
以
外
に

が
、
ネ
話
法
と
コ
ソ
話
法
の
相
補
的
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示

て
い
る
。
こ

は
な
く
、
し
か
も
内
容
的
に
は
禁
止
法
の

D
形
式
の
よ
う
な
均
質
的
意
味
を
見

れ
は
希
求
法
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
多
様
さ
を
示
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

出
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
川
仰
と
切
を
「
命
令
」
と
い
う
術
語
で
統
一
的

希
求
法
を
コ
ソ
ま
た
は
ネ
、
あ
る
い
は

で
は
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
ナ
ム

す
る
こ
と
は
非
常
に
困

で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、

は
用
言
の
命
令
形
に
よ

(
ナ
モ
)
の
一
つ
に
限
定
し
て
用
い
る
こ
と
は
正
し
い
処
置
と
は
言
え
ま
い
。

っ
て
終
止
さ
れ
る
句
を
命
令
法
と
呼
ぶ
こ
と

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

や
は
り
、
希
求
法

に
対
す
る
話
者
の
希
望
と
い
う
程
度
に
定
義
し
て
お

こ
こ
で
、

は
一
つ
の
提
案
を
行
い
た
い
。
用
言
の
命
令
形
で
終
止
さ
れ

く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

る
句
を
命
令
法
と
呼
ぶ
こ
と
を
廃
止
し
、
代
わ
っ
て
こ
れ
を
第
二
希
求
法
と
呼

次
に
命
令
法
に
つ
い
て
は
、
用
言
の
命
令
形
と
い
う
文
法
的
特
徴
に
支
え
ら

れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
種
々
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
幅
広
さ
が
目
立
つ

ぶ
こ
と
に
し
た
ら
ど
う
か
。
国
語
学
史
的
に
み
て
も
、
命
令
形
と
い
う
名
称
が

定
着
し
た
の
は
明
治
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
活
用
形

に
よ
っ
て



一
、
初
オ
J
却
ウ
。

こ
こ
に
い
う
待
遇
表
現
と
は
、
具
体
的
に
は

ス
・
マ
ス
が
下
接
し
て
い
る
場
合
、
及
び
タ
マ
ブ
、

が
本
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
を
い
う
。

(

6

)

『
万
葉
集
』
は
塙
本
(
佐
竹
・
木
下
・
小
島
呈

昭
認
〉
に
依
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
禁
止
法
(

A

)

の
例
で
あ
る

二
六
三
番
歌
の
訓
は
拙
稿
「
「
馬
莫
疾
打
莫
行
」
致
」
(
『
高
葉
』
問
、

平
1
・
9
)
に
依
っ
た
。
こ
の
た
め
、
表
1
、
2
の
数
字
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
引
用
歌
の
国
歌
大
観
番
号
は
旧
版

に
よ
る
。

(

7

)

潰
田
敦
「
上
代
に
於
け
る
希
求
表
現
に
つ
い
て
」
(
『
園
語
史
の
諸
問

題
』
昭
臼
所
収
)
。
初
出
は
『
国
語
国
文
』
口
1

1

(
昭
幻
・
2
〉
で

あ
る
が
、
引
用
は
前
掲
書
二
六
三
頁
に
よ
る
。

(

8

)

山
田
孝
雄
『
日
本
文
法
学
概
論
』
(
昭
U
〉
四
九
八
頁
。

ハ
9
〉
朝
山
信
漏
「
希
求
の
助
詞
「
こ
そ
」
の
放
」
(
『
国
語
・
国
文
』

7
l

6
、
昭
ロ
・

6
)。

(
凶
)
例
え
ば
、
大
野
・
佐
竹
・
前
田
『
岩
波
古
語
辞
典
』
(
昭
品
目
)
の

「
こ
そ
」
の
項
(
四
九
三
頁
)
を
参
照
。

(

U

)

上
代
語
辞
典
編
修
委
員
会
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
(
昭
位
)

の
「
こ
す
」
の
項
(
二
九
三
頁
)
。

(
ロ
〉
本
居
宣
長
『
調
の
玉
緒
』
(
天
明
五
年
)
「
古
風
の
部
」
〈
七
之
巻
〉

に
コ
セ
ヌ
カ
モ
を
取
り
あ
げ
て
、
コ
ソ
と
「
同
意
に
お
つ
め
り
」
(
筑

版
全
軍
第
五
巻
ニ
九
一
頁
)
と
あ
る
。

小
島
・
木
下
・
佐
竹

'

'

(

げ

)

「
希
求
言
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
活
用
形
に
よ
る
話
法

を
希
求
法
の
一
部
に
組
み
入
れ
る
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
無
理
な
こ
と
で
は
な
い
。

前
掲

(

4

)

 

ハ
5
〉

そ
し
て
、
ネ
話
法
を
第
一
希
求
法
、

コ
ソ
話
法
を
第
三
希
求
法
と
す
れ
ば
、
こ

こ
に
広
義
の
希
求
法
は
実
現
可
能
度
の
高
さ
に
よ
り
三
段
階
に

と
に
な
る
。
な
お
、
命
令
法
と
、
ネ
話
法
と
コ
ソ
話
法
を
合
わ
せ
た
も
の
の
間

さ
れ
る
こ

に
、
待
遇
表
現
の
出
現
率
に
カ
イ
自
乗
検
定
に
よ
る
有
意
差
が
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
は
、
待
遇
表
現
か
ら
み
て
も
命
令
法
を
第
二
希
求
法
と
定
位
さ
せ
る
こ
と

を
支
持
す
る
事
実
で
あ
ろ
う
。
待
遇
表
現
の
上
で
は
第
一
及
び
第
三
希
求
法
と

二
希
求
法
と
の
聞
に
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
。

お

わ

り

本
稿
で
は
、
従
来
命
令
法
と
言
わ
れ
て
い
た
も
の
を
中
心
に
考
察
を
施
し
た

た
め
に
、
上
代
の
有
力
な
希
求
法
で
あ
る
ナ
ム
(
ナ
モ
)
に
つ
い
て
全
く
触
れ

ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
第
二
一
希
求
法
の
細
か
い
分
析
に
も
未
だ
し
い
点
が
あ

り

止
法
に
つ
い
て
も
広
義
の
希
求
法
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
な

ど
、
残
さ
れ
た

は
多
い
。

い
ず
れ
も
後
日
の

と
し
た
い
。

注(1
)

 

(

2

)

 

(

3

)

 

富
土
谷
成
章
『
あ
ゆ
ひ
抄
』
(
安
永
七
年
)
、
巻
一

一
、
却
オ
。

一、

m
ゥ。

白寸

L 。

前

(

日

)

上
代
の
命
令
法
を
め
ぐ
っ
て

に
タ
マ
フ
、

マ
ス
(
イ
マ
ス
)

一
一
一
』
(
昭
組
)
三
七
七
頁
。

六一



上
代
の
命
令
法
を
め
ぐ
っ
て

六
二

(
M
〉
も
し
「
令
見
」
と
い
う
原
文
に
使
役
的
意
味
を
認
め
よ
う
と
す
る
な

ら
ば
、
代
匠
記
精
撰
本
)
の
ご
と
く
ミ
セ
と
訓
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〈
日
)
呼
格
と
命
令
法
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
川
端
善
明
「
挑
」
「
『
国
語
国

文
』
必
1

5
、
昭
臼
・

5
)
に
詳
し
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
呼
格
の
語

は
希
求
法
の
文
に
於
け
る
動
作
主
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

(
日
〉
林
大
「
高
葉
集
の
助
詞
」
(
『
高
葉
集
大
成
昭
叩
〉
一
四

九
頁
。

(
口
〉
義
門
『
活
語
指
南
』

浅

見

徹

編

私

家

版

木
下
正
俊

新

撰

寓

葉

-

頒

価

一

四

、

五

O
O円

B
5
判
並
製
三
一
ニ

O
頁

平

成

元

干

一

三

O
円

。
序
・
漢
詩
索
引
。
漢
字
索
引
附
校
異
を
出
さ
な
か
っ
た
字
体
の
表

。

音

訓

索

引

。

の

諸

伝

本

葉

校

(
天
保
十
五
年
)
上
巻
、
ー
ゥ
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
一
九
八
九
年
十
月
二
十
二
日
、
大
谷
女
子
大
学
で
行
わ

れ
た
寓
葉
会
第
四
十
二
回
全
国
大
会
研
究
発
表
会
で
行
っ
た
同
名
の
発
表
を

基
と
し
て
い
る
。
発
表
後
、
貴
重
な
る
御
意
見
を
賜
わ
っ
た
蜂
矢
真
郷
、
内
田

賢
徳
両
先
生
に
は
特
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

(
た
け
だ
じ
ゅ
ん
た
ろ
う
・
京
都
大
学
研
修
員
)

寛
文
七
年
版
本
を
底
本
に
伝
存
す
る
版
本
・
写
本
の
内
十
四
本
を

も
っ
て
校
本

葉

索
引
篇
I

頒
価
九
、

O
円

!

和

歌

語

一

T

一一一一

O
円

B
5
判
タ
イ
プ
印
刷
版
並
製
三

O
O頁
昭

回

堺
本
枕
草
子
本
文
集
成
二
冊
林
和
比
古
編
著

私
家
版

A
5
判
二
、

0
0
0頁
特
別
頒
価
五
八
、

0
0
0円

特

殊

仮

名

遣

表

B
6
判
両
面
刷
一
枚
五

O
円

。
動
詞
・
形
容
詞
・
助
動
詞
各
活
用
表
っ
き

て
御
利
用
の
む
き
は
割
引
致
し
ま
す
)

一

枚

五

O
円

〈一

J
一
O
枚
迄
)

送
料
二
一

O
円

申
込
先

T 
601-11 

京
都
市
左
京
区
静
市
市
原
町
九
一

O
l八
O地



十
二
回

大
会
(
十
月
二
十
一
日
J
二
十
四
日
)

(
午
後
六
時
J
八
時
三
十
分
〉

会
終
了
後
、
平
成
元
年
三
月
に
竣
T

し
た
大
谷
女
子
大
学
の
「
志

学
館
」
の
食
堂
に
お
い
て
渡
辺
護
氏
の
司
会
で
な
ご
や
か
に
開
演
。
参
加
者
百

余
名
。
窓
の
外
に
金
剛
葛
城
の
山
々
を
望
む
新
館
食
堂
で
の
初
め
て
の
学
会
懇

親
会
と
い
う
こ
と
で
、
大
学
側
か
ら
樽
酒
「
春
鹿
」
や
鮪
・
肴
の
御
寄
贈
が
あ

り
、
豊
か
な
宴
と
な
っ
た
。

講
師
の
三
先
生
揃
つ
て
の
鏡
割
り
で
は
、
力
余
っ
た
神
堀
忍
氏
の
木
槌
が
勢

い
良
く
酒
を
踊
り
上
が
ら
せ
、
阿
蘇
瑞
枝
氏
の
服
が
酒
び
た
し
に
な
る
と
い
う

ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
、
会
場
を
沸
か
せ
た
。
宴
た
け
な
わ
に
な
る
と
、
お
馴
染

み
の
犬
養
孝
氏
の
犬
養
節
の
御
披
露
も
あ
り
、
何
時
も
の
こ
と
な
が
ら
、
我
等

が
高
葉
学
会
の
懇
親
会
は
愉
快
に
渇
き
て
行
く
。
最
近
は
若
い
方
々
の
参
加
も

増
え
、
一
時
減
少
し
は
じ
め
て
い
た
酒
の
消
費
量
も
年
々
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

酒
の
消
費
量
の
増
加
が
、
の
活
発
化
と
正
比
例
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。
樽
前
い
に
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
二
日

* 

:告

日
拶演

柿
本
人

枕
詞
の
技
法

詩
と
歌

(
午
後
一
時
J
五
時
四
十
分
)
於
大
谷
女
子
大
学
L
教
室

大
谷
女
子
大
学
副
学
長
小
川
修
三
氏

* 挨

関
西
大
学
教
授
神
堀
忍
氏

共
立
女
子
大
学
教
授
阿
蘇
瑞
枝
氏

(
か
す
み
)
か
は
た
「
霞
」
(
基
〉
か
|
|

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
小
島
憲
之
氏

学

会

代

表

雅

楽

演

奏

兵

神

芳

楽

会

平
成
元
年
度
の
パ
リ
ー
グ
優
勝
が
近
鉄
の
劇
的
な
勝
利
と
な
り
、
日
本
シ
リ

ー
ズ
は
近
鉄
と
巨
人
の
間
で
戦
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
講
演
会
の

当
日
は
、
そ
の
藤
井
寺
球
場
で
の
第
一
戦
と
重
な
っ
た
た
め
、
大
谷
女
子
大
学

の
最
寄
り
駅
ま
で
の
路
線
で
あ
る
河
内
長
野
線
の
混
雑
と
来
聴
者
の
減
少
と
が

心
配
さ
れ
た
が
、
幸
い
た
い
し
た
混
雑
で
な
く
、
約
四
百
名
の
来
聴
者
は
伊
藤

博
編
集
委
員
の
司
会
に
導
か
れ
て
、
お
三
方
の
組
蓄
を
傾
け
た
御
講
演
に
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

講
演
の
終
了
後
、
ひ
き
つ
づ
き
兵
神
芳
楽
会
の
御
好
意
に
よ
り
、
雅
楽
の
演

奏
と
舞
が
披
露
さ
れ
た
。
海
外
公
演
な
ど
も
行
っ
て
い
る
兵
神
芳
楽
会
の
演

は
美
し
く
、
講
演
の
緊
張
よ
心
地
好
く
ほ
ぐ
し
て
く
れ
、
ひ
と
と
き
天
平
の

び
に
遊
ぶ
思
い
で
あ
っ
た
。

の
儀
礼
性

* 

(
午
前
十
時
J
午
後
五
時
)
於
大
谷
女
子
大
学
L
教
室

浦

島

伝

説

歌

の

文

芸

性

岡

山

大

学

研

究

生

浩

文

山
上
憶
良
の
日
本
挽
歌
を
め
ぐ
っ
て
東
京
大
学
大
学
院
生
小
川
靖
彦

天

理

大

学

川

島

二

郎

以
上
司
会
村
田
正
博
編
集
委
員

上
代
の
命
令
法
を
め
ぐ
っ
て
京
都
大
学
研
修
員
竹
田
純
太
郎

「

う

っ

せ

み

」

を

め

ぐ

っ

て

学

院

女

子

短

期

大

学

明

な
で
し
こ
を
詠
む
宴
目
家
持
の
追
作
ニ
を
め
ぐ
っ
て

「
露
霜
の

て
し
来
れ
ば
」
考

報

£乞
にZ

六
三



報

告

六
四

山
崎

健
司

芳
賀

紀
の
湯
(
午
後
五
時
三
十
分
着
)

〈
宿
泊
・
ホ
テ
ル
ハ
イ
プ
レ

l
〉

心
配
し
て
い
た
天
気
も
ど
う
や
ら
問
題
な
く
、
パ
ス
二
台
に
分
乗
し
て
J
R

天
王
寺
駅
前
を
出
発
。
案
内
は
蜂
矢
宣
朗
、
村
瀬
憲
夫
両
氏
。
「
ク
リ
エ
イ
ト

大
阪
」
か
ら
、
雑
誌
『
ウ
ォ

l
ク
万
葉
』
の
紀
州
路
関
係
の
記
事
の
載
っ
た
号

の
寄
贈
が
あ
り
、
大
谷
女
子
大
学
の
方
で
用
意
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
加
え
て

会
員
に
配
ら
れ
る
。
外
環
状
線
か
ら
こ
上
山
や
昨
日
ま
で
の
会
場
で
あ
っ
た
大

谷
女
子
大
学
を
横
に
見
な
が
ら
橋
本
に
抜
け
て
行
く
。

J
R
妙
寺
の
近
く
で
下

車
し
て
、
村
瀬
氏
の
案
内
で
背
山
・
妹
山
と
そ
の
聞
に
か
け
橋
の
よ
う
に
あ
る

船
岡
山
が
よ
く
見
え
る
土
手
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
。
こ
の
辺
り
は
、
保
育

社
刊
の
『
万
葉
の
歌
9
和
歌
山
』
を
著
す
た
め
に
村
瀬
氏
の
歩
き
ま
わ
っ
た
と

こ
ろ
。
昼
食
の
場
所
で
あ
る
玉
津
島
神
社
の
前
で
は
、
万
葉
の
景
観
を
保
存
す

る
た
め
に
新
不
老
橋
の
建
設
に
反
対
す
る
「
和
歌
浦
を
考
え
る
会
」
の
出
迎
え

を
受
け
、
多
田
道
夫
代
表
か
ら
昨
年
度
の
高
遠
町
で
の
学
会
の
折
の
署
名
協
力

に
対
す
る
謝
辞
と
経
過
報
告
並
び
に
説
明
を
受
け
る
。

N
H
K
和
歌
山
や
各
新

聞
社
も
取
材
に
来
て
お
り
、
賑
や
か
で
あ
る
。
河
内
飛
鳥
の
保
存
に
尽
力
し
て

お
ら
れ
る
音
井
巌
氏
が

N
H
K
か
ら
取
材
を
受
け
て
い
た
の
が
、
早
速
そ
の
夜

の
ニ
ュ
ー
ス
に
流
れ
た
。
昼
食
の
場
所
は
玉
津
島
神
社
の
御
好
意
で
一
部
屋
用

意
し
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
天
気
が
良
い
の
で
不
老
橋
の
た
も
と
や
浜
辺
で
万

葉
の
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
弁
当
を
い
た
だ
く
。
藤
白
の
坂
は
何
時
も
の
登
り

方
と
は
逆
に
、
橋
本
の
方
か
ら
登
っ
て
藤
白
神
社
に
下
り
て
ゆ
く
コ

1
ス
を
と

る
。
有
間
皇
子
の
帰
路
を
思
い
つ
つ
下
っ
て
、
神
社
に
参
拝
し
よ
う
と
い
う
趣

向
で
あ
る
。
峠
を
下
り
始
め
た
頃
か
ら
小
雨
が
降
り
出
し
た
が
、
木
々
の
下
を

歩
い
て
い
る
か
ら
そ
れ
ほ
ど
濡
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
神
社
に
着
く
頃
に
は
何

南
部

以

上

司

会

及
思
児
等
歌筑
波
大
学

岩

手

大

学

田

貞

義

以
上
司
会
粕
谷
興
紀
編
集
委
員

昨
日
に
引
き
続
き
快
晴
。
大
谷
女
子
大
学
の
あ
る
志
学
台
か
ら
は
、
今
日
も

金
剛
葛
城
の
山
々
が
美
し
く
望
ま
れ
る
。
志
学
台
と
は
線
路
を
隔
て
て
向
か
い

側
に
は
、
人
麻
自
の
白
傷
作
歌
に
か
か
わ
る
河
内
石
川
説
の
石
川
が
朝
の
光
に

流
れ
て
い
る
。
河
内
長
野
線
を
来
る
途
中
、
二
上
山
を
眺
め
て
来
ら
れ
た
方
も

多
い
は
ず
だ
。
高
葉
学
会
に
相
応
し
い
環
境
の
中
、
二
百
数
十
名
の
参
加
者
を

迎
え
て
、
熱
心
な
発
表
と
質
疑
が
相
次
ぐ
。
実
り
多
い
発
表
会
で
あ
っ
た
。
今

学
会
に
向
け
て
、
大
谷
女
子
大
学
資
料
館
で
は
中
村
浩
助
教
授
の
尽
力
で
「
古

墳
の
風
景
」
と
題
す
る
特
別
展
示
を
催
し
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、
ま
た
、
大
学

構
内
の
高
葉
植
物
園
で
は
学
会
に
合
わ
せ
て
佐
藤
美
知
子
教
授
の
指
導
の
も
と

に
圏
内
の
整
備
、
表
示
板
の
新
作
が
行
わ
れ
て
お
り
、
休
憩
時
間
や
昼
食
時
聞

を
利
用
し
て
見
学
に
行
け
る
の
も
有
意
義
で
あ
っ
た
。
最
後
に
お
な
じ
み
の
小

表
の
御
挨
拶
が
あ
り
、
襟
を
正
し
て
閉
会
。

山
上
憶
良

『
古
集
』

第
三
日

* 

紀
伊
の
海
山
を
行
く

J
R
天
王
寺
駅
前
(
寸
前
八
時
一
二
十
分
出
発
〉
橋
本
大
我
野

紀
の
川

|
I背
山
・
妹
山
|
|
雑
賀
野
・
雑
賀
の
浦
・
和
歌
の
浦
・
玉
津

島
神
社
〈
昼
食
〉

l

l
名
草
山
|
|
藤
一
(
「
間
柄
・
名
高
の
浦
」

遠

望

)

藤

白

神

社

糸

我

の

山

野

島

切

目

山

岩

代



る
。
三
の
浦
の
歌
碑
の
方
は
、
磯
の
大
岩
に
切
り
込
ん
だ
も
の
な
の
で
、
動

か
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
も
と
の
ま
ま
で
あ
る
。
た
だ
し
、
伊
藤
博
氏
の
説
明
の

立
札
が
失
わ
れ
て
い
て
、
近
く
の
草
む
ら
を
伊
藤
氏
み
ず
か
ら
探
索
す
る
う
ち

に
「
あ
っ
た
。
あ
っ
た
。
」
の
大
き
な
戸
。

万
事
支
障
無
く
事
が
運
ば
れ
て
い
た
の
に
、
こ
の
日
の
見
学
の
メ
イ
ン
の
白

崎
で
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
乗
船
場
所
が
予
定
と
違
っ
て
、
そ
こ
に

行
く
に
は
大
型
パ
ス
が
入
れ
な
い
の
で
迂
回
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。

そ
の
迂
回
に
三
十
分
程
を
要
し
て
し
ま
い
(
後
で
判
っ
た
こ
と
だ
が
、
歩
け
ば

十
分
も
か
か
ら
な
い
距
離
で
あ
っ
た
)
、
J
R
湯
浅
駅
で
の
第
一
次
解
散
の
予

定
時
間
に
間
に
合
い
そ
う
に
な
い
。
幸
い
パ
ス
の
運
転
手
さ
ん
の
機
転
で
J
R

由
良
駅
に
運
ん
で
も
ら
い
ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
っ
た
が
、
関
係
者
の
心
労
は
そ
れ

と
し
て
、
こ
う
い
っ
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
旅
行
の
忘
れ
難
い
思
い
出
と
も
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
下
、
紺
碧
の
海
の
中
に
見
る
白
崎

の
美
し
さ
は
、
し
ば
し
時
聞
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
白
崎
に

船
が
近
づ
く
辺
り
で
外
海
と
な
り
、
波
が
荒
く
な
る
。
ウ
ォ
l
ッ
と
い
う
ど
よ

め
き
が
あ
が
る
。
波
飛
沫
を
浴
び
て
い
る
の
だ
。
「
こ
の
波
で
は
小
船
で
は
怖

い
ね
」
「
や
は
り
、
大
船
だ
よ
」
「
し
か
し
、
き
れ
い
だ
」
な
ど
、
口
々
に
感

想
が
述
べ
ら
れ
る
中
、
「
白
崎
は
幸
く
あ
り
ま
て
大
船
に
ま
梶
し
じ
貫
き
ま
た

か
へ
り
見
む
」

(
9
・
一
六
六
八
)
の
思
い
の
ま
ま
に
、
白
崎
を
後
に
す
る
。

今
回
の
船
か
ら
の
白
崎
見
学
に
は
、
由
良
町
の
岩
下
健
一
氏
に
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
。
感
謝
申
し
上
げ
る
。
岩
下
氏
の
尊
父
の
時
代
に
、
津
潟
先
生
が
船

を
頼
ん
で
お
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
船
の
世
話
も
お
願
い
で
き
た
と

い
う
次
第
で
あ
る
。
綾
の
有
齢
さ
を
つ
く
づ
く
と
思
う
。

由
良
駅
で
一
次
解
散
の
後
、
日
本
シ
リ
ー
ズ
を

時
の
間
に
か
止
ん
で
お
り
、

越
ゆ
と
白
妙
の
我
が
衣
手
は

思
い
出
さ
れ
た
。

白
浜
に
は
到
着
す
る
の
は
だ
い
ぶ
遅
く
な
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
た
が
、

予
定
よ
り
少
し
早
く
ホ
テ
ル
着
。
夜
の
宴
会
は
、
案
内
役
の
蜂
矢
宜
朗
氏
の
乾

杯
の
音
頭
で
朗
ら
か
に
幕
開
け
と
な
る
。
司
会
は
何
時
も
の
渡
辺
護
氏
と
私

(
坂
本
信
幸
)
で
あ
っ
た
が
、
今
年
は
途
中
か
ら
突
然
若
い
方
に
お
鉢
を
回
し

て
、
大
潰
良
幸
、
生
田
周
史
両
君
に
替
わ
っ
て
も
ら
い
、
我
々
は
お
酒
を
頂
く

こ
と
に
専
念
す
る
。
初
々
し
い
司
会
が
歌
や
踊
り
を
誘
っ
て
、
賑
や
か
に
更
け

て
ゆ
く
。
実
に
楽
し
い
会
で
あ
っ
た
。

第
四
日
紀
の
湯
(
午
前
八
時
三
十
分
出
発
)
|
|
室
の
江
|
|
鹿
島
l
|
岩
代
・

津
潟
先
生
歌
碑
l
l
一
二
穂
の
浦
・
津
潟
先
生
歌
碑
|
|
日
の
岬

〈
昼
食
〉

|
|
由
良
港
(
乗
船
〉

J
白
崎
・
湯
羅
の
崎
J
由
良
港
(
下
船
)
|
|
J

R
由
良
駅
|
|
J
R
天
王
寺
駅
前
(
午
後
六
時
解
散
〉

こ
の
日
の
中
心
は
津
潟
先
生
の
歌
碑
と
船
の
上
か
ら
の
白
崎
見
学
で
あ
る
が
、

船
の
上
か
ら
白
崎
を
見
る
に
は
晴
れ
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り
大
事
で
あ
る
。
こ

の
日
の
た
め
に
、
夏
休
み
に
J
R
氷
見
線
の
「
雨
晴
駅
」
の
切
符
を
買
っ
て
帰

り
、
持
ち
歩
い
て
い
た
坂
本
の
祈
り
が
天
に
通
じ
た
か
、
抜
け
る
よ
う
な
青
空

に
恵
ま
れ
た
。

岩
代
の
歌
碑
は
、
ド
ラ
イ
ブ
イ

γ
の
駐
車
場
内
に
も
と
あ
っ
た
の
が
移
さ
れ

て
、
四
十
二
号
線
を
隔
て
た
向
か
い
の
民
家
の
門
口
に
立
っ
て
い
る
。
車
が
ひ

っ
き
り
な
し
に
通
る
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
残
念
で
あ

る
。
県
の
文
化
に
対
す
る
施
策
の
貧
し
さ
が
、
歌
碑
の
場
所
さ
え
失
わ
せ
て
い

一
課
雨
の
よ
う
で
、
「
藤
自
の
み
坂
を

れ
に
け
る
か
も
」

(
9
・
一
六
七
五
〉
の
歌
が

tヒ
ロ

し
な
が
ら
帰
途
に
つ
く
。

六
五



報

告
・
予

止と
I=l 

六
六

の
方
は
、
題
目
・
氏
名
・
を
明
記
の
上
、
要
旨
(
八
百
字
以
内
〉
を
添

え
て
、
学
会
本
部
(
関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
)
宛
に
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

。

内

容

。

時

問

。
応
募
締
切

国
道
四
十
二
「
死
に
と
い
う
の
は
間
違
い
で
、
本
当
は
「
始
終

に
こ
に
こ
線
だ
と
い
う
の
は
、
和
歌
山
出
身
の
運
転
手
さ
ん
の
弁
。
幸
い
事

故
も
な
く
、
め
ず
ら
し
く
渋
滞
に
も
あ
わ
ず
に
予
定
ど
お
り
天
王
寺
に
帰
着
。

国
道
四
十
二
号
線
を
走
つ
て
の
、
第
四
十
二
国
高
葉
学
会
旅
行
は
、
当
年
四
十

二
の
坂
本
の
担
当
。
日
ク
、
始
終
ニ
コ
ニ
コ
イ
イ
旅
デ
シ
タ
。

予

上
代
の
・
文
学
に
関
す
る
各
分
野
の
研
究

三
十
分
(
発
表
二
十
五
分
、
質
疑
応
答
五
分
)

平
成
二
(
一
九
九
O
)
年
六
月
三
十
日

四
十
三
回
全
大
会

四
十
三
回
全
国
大
会
を
、
専
修
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
の
日
程
で

開
催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
後
日
発
表
し
ま
す
。

平
成
二
(
一
九
九
O
〉
年
十
月
十
三
日
(
土
)

J
十
六
日
(
火
)

。
第
一
日
十
月
十
三
日

講

師

帝
塚
山
学
院
大
学
教
授

学

習

院

大

学

教

授

学

会

代

表

土
口
井
大

野

晋

氏

小
島
憲
之
氏

懇
親
会

。
第
一
一
日
十
月
十
四
日

研
究
発
表
会

。
第
三
・
四
日
十
月
十
五
・
十
六
日

鹿
島
・
筑
波
山
方
面

ま
す
。
発
表
御
希
望
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訂補名会
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新入会

東京都千代田区永田町149

武蔵野市吉祥寺東町3 28 5 

東京都杉並区上荻1 24 4 306 

枚方市南楠葉2 3 6 23 

岡山市津島福居1 5 20 

シャトレハイツ B 409 

福岡市東区御島崎1 25 407 

川崎市麻生区高石5 20 1 

岡山市出石町2 2 28 

伊勢市一志町4 36 

佐賀市本庄町1

奈良市南城戸町57

奈良市大宮町112

調布市柴崎2 17 1 

東京都北区十条台1一 7 13 

大阪市住吉区針中野3 2 17 

犬阪市阿倍野区天王寺町北2 28一 7

下関市向洋町111

03-581-1986 

0422-20-1252 

0862-55-6235 

092-662-3018 

0862-26-2939 

03-391-7846 

0720-68-8819 

044-966-6096 

0596-28-7108 

0742-27-0256 

0424-87-3569 

島本商事出石寮102

潰口方

矢野アパート202

100 

630 

180 

700 

700 

840 

166 

813 

182 

573 

215 

516 

631 

伊藤桂子

入谷いずみ

及川智早

岡本静香

小倉真理子

子

人

美

生

学

館

江

世

穂

喧

清

潤

木

金

高
佐賀
附属図
重松知

重山佳

竹内美

倉

村

06-713-3533 

114 

546 

545 

子

子

幹

幹

野

村

中

野

750 

上尾市戸崎1 1 

岡山市南方5 8 17 鈴目玉枝方 0862-54-3400 

高松市幸町1 1 香川大学教育学部西山研，内

大阪市城東区森之宮2 7 605 

神戸市垂水区狩口台4 28 101 

奈良市川久保町11

大阪市住吉区苅田 8 14 13 

カトレアノ、イツ102

京都市伏見区西堺町872

京都市北区小山西花池町28 4 

京都市右京区常盤柏ノ木町4

シティハイツ常盤201

048-781-0031 

078-782-2574 

075-432-0536 (呼〉

075-861-4775 

0742-22-6658 

06-608-1591 

河村方

362 

700 

631 

612 

760 

655 

558 

603 

615 

531 

聖学院大学
総合図書館
日野奈津枝

藤井理加

水谷 隆

村上治水

八木広美

吉井 健

宏

尚

一

信

亮

回

田

部

吉

吉

渡

一
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03-291-0746 

0546-44-3811 

信ビ‘ル6F
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藤枝市瀬古3115

981 

203 

101 

426 

安倍辰夫
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記

<> 
お

<> 

O
四
十
二
回
を
数
え
る
本
年
度
全
国
大
会
は
、
大
谷

女
子
大
学
の
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
御
尽
力
に
よ
り
無

事
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
講
演
会
後
の
雅
楽
は

多
く
の
人
の
耳
目
を
引
い
た
。
旅
行
を
含
め
て
、

ほ
ぼ
晴
天
に
恵
ま
れ
た
大
会
で
あ
っ
た
。
佐
藤
美

知
子
教
授
他
の
大
谷
女
子
大
学
の
方
々
を
は
じ
め

と
し
て
、
御
協
力
下
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
る
。
坂
本
信
幸
氏
の
報
告
を
参
照
さ
れ
た
い
。

O
早
速
、
本
号
に
、
阿
蘇
氏
の
講
演
を
巻
頭
に
、
ま

た
竹
田
氏
の
研
究
発
表
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
次
号
に
も
続
い
て
大
会
の
成
果
を
掲
載
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

O
来
年
度
全
国
大
会
は
、
専
修
大
学
の
お
世
話
に
な

る
。
東
京
で
の
開
催
は
五
年
ぶ
り
に
な
る
。
日
程

は
予
告
欄
の
通
り
で
あ
る
が
、
会
員
諸
氏
多
数
の

御
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
る
。
研
究
発
衰
の
お

申
込
み
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
。

O
本
号
か
ら
、
執
筆
者
名
の
よ
み
が
な
を
末
尾
に
示

す
こ
と
に
し
た
。
会
員
名
簿
の
配
列
順
序
に
困
っ

た
か
ら
で
も
あ
る
が
、
研
究
文
献
目
録
等
の
便
そ

の
他
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
も
あ
る
。
今
後
、
御

投
稿
の
際
に
お
名
前
の
よ
み
が
な
を
合
わ
せ
記
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

の

tま

十
枚一
以十

る
見
学
旅
行
、
文

は
学
会
本
部
あ
て

・
改
姓
等
の
届
出
、
学
会

に
よ
る
納
入
、
本

項
は
、
す
べ
て
下

い
い
た
し
ま
す
。

2
入
会
申
込
み
、

費
の
現
金
〈
小
切
手
・

誌
既
刊
号
の
購
入
等
の

記
の
京
都
「
大
地
」
あ
て
に
お

投

規

定
会
員
に
限
る
。

に
す
る
各
分
野
の
研
究
論

て
本
会
は
随
時
、

献
の
展
観
、
研
究
発
表
会
、

図
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

一
、
会
員
は
、
年
額
三
千
円
の
会
費
〈
誌
代
を
含

む
〉
を
年
度
初
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山

関
西
大
学
文
学
部
国

便
番
号
五
六
五
〉

に
お
い
て
行
な
ふ
。

一一丁目

平
成
元
〈
一
九
八
九
〉
年
十
二
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
元
ハ
一
九
八
九
〉
年
十
二
月
三
十
一
日
発
行

七
百
五
十
円

一
、
内
容
は

文。
一
、
分
量
は
し
て
四
百

枚
程
度
〈
た
だ
し
「
黄
葉
怯
々
」

内
〉
@

て
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定

部
に
一
任
の
こ
と
。

て
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
二
部
・
技
刷
二
十

部
を
贈
呈
す
る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時

は
、
あ
ら
か
じ
め
申
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に

応
ず
る
。高

薫

串

曾

会

則

一
、
本
会
は
寓
葉
皐
曾
と
称
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
-
と
し
て
季
刊
「
高

葉
」
を
発
行
す
る
。

一T
m

二
丁
目

西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

電
話

(
0
5

三
八
八
|
一
一
一
一
一

(
内
線
五
O

一一一)

編
集
・
発
行

代

書葉
小

島

之

。
ー
ニ
九
一
四
七
番

一0・l
八
C地証

一T
m引制
務
取
組
似
大

同
朋
舎



葉

頒
価
七
百
五
十
円

送
料
三
十
一
円


